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大
方
高
校
に
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
創

設
さ
れ
、
５
月
中
旬
か
ら
活
動
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
特
色
あ
る
部
活
動
を
作
り
高
校
の
魅

力
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
高
校

と
町
が
協
力
し
準
備
を
進
め
、
監
督
は

（
一
社
）
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
申
政
勲
さ
ん
が
務

め
て
い
ま
す
。

　
部
員
は
現
在
３
名
で
、
週
５
日
、
大

方
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
や
中
学
生
女

子
チ
ー
ム
「
ハ
タ
メ
イ
シ
ェ
」
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
監
督
は
、「
ま
ず
は
試
合
が
で
き

る
人
数
を
集
め
、
今
年
度
中
に
公
式
戦

１
勝
を
め
ざ
し
た
い
」
と
話
し
、
１
年

生
の
喜
多
あ
す
か
さ
ん
は
、「
高
校
の

部
活
で
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
て
、
プ
ロ
の

監
督
に
教

え
て
も
ら

え
る
こ
と

が
嬉
し
い
。

メ
ン
バ
ー

を
集
め
て

頑
張
り
た

い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
町
が
運
営
す
る
公
設
塾
「
黒
潮
町
進

学
塾
コ
ン
パ
ス
」
が
開
講
し
、
６
月
１２

日
（
金
）
に
第
１
回
目
の
授
業
が
、
１７
日

（
水
）
に
は
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
塾
は
、
人
材

育
成
の
教
育
現
場

で
あ
る
大
方
高
校

と
町
が
連
携
し
、

町
内
高
校
生
の
基

礎
学
力
の
向
上
お

よ
び
個
性
や
才
能
を
伸
ば
す
機
会
を
提

供
し
、
希
望
進
路
の
実
現
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
対

象
者
は
、
町
内
に
住
む
高
校
生
と
大
方

高
校
の
１
・
２
年
生
で
、
㈱
土
佐
塾（
高

知
市
）
か
ら
講
師
が
派
遣
さ
れ
、
週
２

日
、
１
回
約
２
時
間
の
授
業
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
開
講
式
で
は
、
大
西
勝
也
町
長
が
「
将

来
に
夢
を
持
ち
、
目
標
進
路
の
実
現
の

た
め
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
入
塾
し
た
大
方

高
校
２
年
の
中
平

梨
夢
さ
ん
は
、「
進

学
す
る
た
め
、
塾

で
し
っ
か
り
学
び

評
定
を
上
げ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

大
方
高
校 

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
始
動

黒
潮
町
公
設
塾
開
講

授業を受ける生徒ら

看板掛けの様子

練習中の申監督（左）と生徒ら

シ
ン
ジ
ョ
ン
フ
ン

な
か

ひ
ら

り

む

　
５
月
２５
日（
月
）か
ら
２８
日（
木
）ま
で
、

入
野
松
原
で
防
虫
の
た
め
の
薬
剤
散
布

が
幡
東
森
林
組
合
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
入
野
松
原
で
は
、
近
年
、
マ
ツ
ク
イ

虫
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
て
、
昨

年
は
約
２
千
６
百
本
の
マ
ツ
が
伐
採
さ

れ
ま
し
た
。
同
薬
剤
散
布
は
、
ラ
ッ
キ

ョ
ウ
の
収
穫
時
期
な
ど
の
関
係
で
、
例

年
６
月
２０
日
頃
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
入
野
松
原
を
守
る
た
め
に
関
係
機

関
に
よ
る
協
議
が
行
わ
れ
、
今
年
は
マ

ツ
ク
イ
虫
の
活
動
が
活
発
に
な
る
５
月

に
約
１
カ
月
早
め
た
散
布
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
２９
日
（
月
）
か
ら

２
回
目
の
薬
剤
散
布
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
（
６
月
２３
日
現
在
）
。

　
幡
東
森
林
組
合
の
吉
門
誠
さ
ん
は
、

「
入
野
松
原
の
存
在
が
町
の
宝
な
の
で
、

国
や
県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
で
き
る

こ
と
を
し
た
い
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ

ん
も
松
原
沿
い

や
砂
浜
な
ど
に

ご
み
が
落
ち
て

い
た
ら
拾
う
な

ど
、
美
し
い
松

原
を
守
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

入
野
松
原
で
薬
剤
散
布

薬剤散布を行う作業員

　
町
で
生
産
し
て
い
る
葉
た
ば
こ
が
「
令

和
元
年
産
業
た
ば
こ
市
町
村
別
販
売
実

績
」
の
１
裴
当
代
金
で
日
本
１
位
に
輝

き
ま
し
た
。

　
葉
た
ば
こ
は
、
町
内
で
約
１
０
０
年

前
か
ら
栽
培
さ
れ
、
現
在
は
９
軒
の
農

家
が
Ｊ
Ｔ
（
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会

社
）
と
契
約
し
生
産
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
１
裴
当
の
代
金
が
２
千
１
４
９

円
で
全
国
１
位
と
な
り
、
品
質
の
良
さ

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
四
国
た
ば
こ
耕
作
組
合
で
副
組
合
長

を
務
め
、
町
内
で
葉
た
ば
こ
を
生
産
す

る
柿
内
節
男
さ
ん
は
、「
黒
潮
町
は
、
気

候
が
温
暖
で
水
が
豊
富
。
水
は
け
が
良

い
土
壌
で
、
葉
た
ば
こ
の
栽
培
に
向
い

て
い
る
土
地
。
ま
た
、
今
回
は
、
各
農

家
で
こ
だ

わ
っ
て
作

っ
て
い
る

堆
肥
な
ど

が
良
い
結

果
に
つ
な

が
っ
た
と

思
う
」
と

話
し
ま
し

た
。

町
産
の
葉
た
ば
こ
が
日
本
一
に

収穫作業中の柿内さん


